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村
は
ど
の
よ
う
に

し
て
産
業
の
振
興

を
図
り
、
現
状
を
打
開
し

て
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
の
か
？

産
業
団
体
の
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
特
に
資
金
や
人
材
の

不
足
、
経
営
を
安
定
さ
せ

る
た
め
の
技
術
習
得
、
情

報
の
収
集
な
ど
が
共
通
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し

て
各
産
業
団
体
に
従
事
す

る
方
々
の
意
見
も
取
り
入

れ
な
が
ら
村
、
東
京
都
が

連
携
し
て
支
援
し
て
い
き

た
い
。

ど
の
よ
う
に
地
場
産
業

を
育
て
る
か
？

山
本 
均 
議
員

春
の
日
差
し
に
包
ま
れ
た
4
月
16
日
、
『N
iijim

a

ち
ょ
っ
く
ら
い
い
こ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
主
催
の
第

七
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
商
工
会
に
て
開
催
さ

れ
た
。
普
段
の
生
活
や
引
っ
越
し
な
ど
で
不
要
に

な
っ
た
も
の
を
島
内
で
有
効
活
用
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
売
上
を
震
災
復
興
に
関
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
島
内
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
も
寄
付
し
て
い
る
。
大
人
も
子
供
も
一
緒
に

な
っ
て
、
子
供
売
店
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
綿
あ
め
売
店
、

式
根
島
か
ら
の
パ
ン
販
売
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
で
盛

り
上
げ
て
い
た
。

表 

紙 

は 

語 

る　

一　般　質　問
議員は「住民に代わって」村の行政全般に対して、事務の執行状況や将来の方針、

 計画あるいは疑問点などについて所信や疑問をただすことができます。

新島港B堤漁港の風景。
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総
合
戦
略
は
何
処
に
？

新
年
度
に
は
総
合

戦
略
に
基
づ
く
事

業
に
ど
う
い
っ
た
も
の
が

あ
る
の
か
？
出
生
率
に

関
し
、
平
成
26
年
の
1
・

44
か
ら
平
成
32
年
ま
で
に

1
・
6
に
す
る
と
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
実
現

し
て
い
く
の
か
？

新
島
村
基
本
計
画
と

合
わ
せ
様
々
な
施

策
が
総
合
戦
略
に
基
づ
く

事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

が
、
全
て
の
事
業
が
何
ら

か
の
形
で
こ
の
戦
略
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　

事
業
検
証
は
総
合
戦
略

検
証
委
員
会
が
毎
年
行
な

い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
修

異
議
な
し
！

「･･････

し
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
ご
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

議
長
の
呼
び
掛
け
に

議
場
で
は
た
い
て
い
冒

頭
の
よ
う
に
応
じ
る
。

主
に
慣
例
と
な
っ
て
い

る
議
事
の
進
行
方
法
な

ど
が
対
象
と
な
る
。

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と

を
す
る
の
か
？
デ
ュ
ー

プ
ロ
セ
ス
（
適
正
手

続
）
、
こ
れ
に
尽
き

る
。
議
案
の
採
決
に
正

当
性
が
付
与
さ
れ
る
の

は
、
キ
チ
ン
と
定
め
ら

れ
た
手
順
を
ふ
ん
で
い

る
か
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
七
面
倒
臭
い

と
思
っ
て
も
順
序
ど
お

り
に
議
事
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同

時
に
あ
る
程
度
、
想
定

で
き
重
要
で
な
い
個
所

は
短
縮
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
、
そ
の
よ

う
な
要
請
に
基
づ
く
。

と
い
う
こ
と
で
異
議

な
し
？

議会にいきかう言葉議会にいきかう言葉

正
・
改
善
を
加
え
、
実
施

の
可
否
を
判
断
す
る
。

特
養
ホ
ー
ム
の
運
営
の
正

常
化
は
？現在

の
特
養
ホ
ー
ム

の
就
業
状
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？

３
月
１
日
現
在
、
総

職
員
数
77
名
、
常
勤

換
算
で
は
65
名
（
一
年
前

は
69
名
）
、
内
介
護
職
は

30
名
で
若
干
名
の
介
護
職

の
確
保
が
必
要
。

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の

業
務
の
再
開
は
？

４
月
に
何
名
か
入
る

と
聞
い
て
い
る
。
８

月
過
ぎ
に
職
員
住
宅
（
６

世
帯
分
）
が
出
来
た
場
合
、

そ
れ
以
降
従
事
者
を
そ
ろ

え
教
育
す
る
の
で
少
し
遅

れ
る
か
、
と
思
う
。

住
民
公
聴
会
の
開
催
は
？

村
長
は
住
民
公
聴
会

を
開
く
意
思
が
あ
る

の
か
？各

町
会
の
み
な
さ
ん

に
集
ま
っ
て
も
ら
っ

て
私
が
行
っ
て
意
見
を
聞

く
、
と
い
う
町
会
単
位
で

や
っ
て
い
き
た
い
。

　

４
月
に
な
る
と
各
自
治

会
の
役
員
が
変
わ
っ
て
新

し
い
態
勢
に
な
る
の
で
、

そ
れ
以
降
に
時
期
を
選
ん

で
や
り
た
い
。

特養ホーム、居室前の通路に出て午後の歓談。
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う
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。2

0
2
0
年
に
東
京

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
。
産
業
の
活
性

化
を
図
る
絶
好
の
機
会
で
あ

り
、
新
し
い
産
業
の
創
出
に

努
力
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

村
長
の
所
見
を
伺
う
。

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の
利
用
は
島
内

産
業
の
活
性
化
を
図
る
う

え
で
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ

り
、
委
員
会
・
事
業
者
・
専

門
家
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

離
島
振
興
法
と
有
人
国
境

離
島
地
域
に
係
る
特
別
措

置
法
に
つ
い
て

有
人
国
境
離
島
地
域

の
保
全
及
び
特
定
有

人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地

域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
以
下
「
こ
の

法
」
と
い
う
）
が
平
成
29
年

公
共
施
設
に
於
け
る
警
備

体
制
の
取
扱
い
に
つ
い
て

診
療
所
で
の
宿
直
の

取
扱
い
に
つ
い
て
質

問
す
る
。
女
子
看
護
師
の
宿

直
は
身
の
安
全
を
守
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
た
警
備
の
改

善
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。
い
か
が
か
？

本
村
の
診
療
所
は
夜

間
、
看
護
師
１
名
が

当
直
し
て
い
る
。
不
審
者
の

侵
入
に
は
緊
急
時
以
外
、
入

口
は
施
錠
し
て
い
る
。

　
緊
急
時
や
急
患
の
際
は
医

師
が
来
る
の
で
看
護
師
だ
け

に
な
る
こ
と
は
な
い
。
看
護

師
が
不
安
を
感
じ
る
場
合
、

事
務
長
等
へ
の
連
絡
体
制
を

組
ん
で
い
て
、
診
療
所
の
２

階
に
は
職
員
住
宅
も
あ
る
。

　

式
根
島
診
療
所
は
オ
ン

コ
ー
ル
体
制
を
取
っ
て
い

て
、
職
員
住
宅
も
敷
地
内
に

あ
り
、
対
応
で
き
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
警
備
員
の
配
置

は
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
、
施
設
の
建
替
え
の
際
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

平
成
29
年
度
村
長
の
施
政

方
針
に
つ
い
て

新
年
度
は
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
敷

設
が
完
了
し
、
平
成
30
年
度

か
ら
高
度
情
報
通
信
網
が
利

用
可
能
と
な
る
。
Ｉ
Ｔ
関
連

産
業
の
誘
致
等
を
積
極
的
に

進
め
る
な
ど
利
用
促
進
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
村
長

の
所
見
を
伺
う
。

昨
年
４
月
に
発
足
し

た
「
新
島
村
超
高
速

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
推
進
協
議

会
」
と
と
も
に
停
滞
し
て
い

る
産
業
の
起
爆
剤
に
な
る
よ

本村診療所内のナースステーション

前
田 

邦
弘 

議
員

青
沼 

喜
六 

議
員
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度
か
ら
施
行
さ
れ
、
島
の
活

性
化
に
欠
か
せ
な
い
予
算
が

数
多
く
措
置
さ
れ
て
い
る
。

東
京
都
で
は
三
宅
島
・
御
蔵

島
・
八
丈
島
・
青
ケ
島
と
小

笠
原
諸
島
が
こ
の
法
の
適
用

を
受
け
る
。

　
伊
豆
七
島
は
国
の
離
島
振

興
法
に
基
づ
い
て
東
京
都
と

町
村
で
離
島
振
興
計
画
を
作

成
し
、
離
島
の
活
性
化
を

図
っ
て
き
た
が
、
今
後
新
島

村
を
含
む
北
部
４
島
の
離
島

振
興
計
画
に
こ
の
法
は
ど
の

よ
う
に
影
響
し
て
く
る
と
考

え
る
か
？先

日
の
都
知
事
と
の

意
見
交
換
の
場
で
も

特
定
有
人
離
島
地
域
と
離
島

振
興
法
の
み
の
地
域
と
の
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
措
置
を

講
じ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し

て
き
た
。

サ
ー
フ
ィ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・

サ
ー
フ
ィ
ン
招
致
に

つ
い
て
総
括
を
。

徳島県・神山町のIT企業のサテライトオフィス（平成26年の議員視察）

前
田 

卓
秀 

議
員

平
成
28
年
６
月
に
招

致
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
が
、
他
地
域
と
比
べ
遅

れ
た
こ
と
、
ま
た
取
り
組
み

方
に
も
反
省
す
る
べ
き
点
が

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
結

果
的
に
見
れ
ば
千
葉
あ
り
き

の
出
来
レ
ー
ス
で
あ
っ
た
感

が
す
る
。

　
今
後
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

次
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
『
新
島
』
イ

コ
ー
ル
『
サ
ー
フ
ィ
ン
の

島
』
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
、

観
光
Ｐ
Ｒ
の
柱
に
サ
ー
フ
ィ

ン
を
前
面
に
出
し
、
観
光
振

興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

婚
活
事
業
の
委
員
会
体
制

づ
く
り
の
提
案

毎
年
確
実
に
婚
姻
・

出
産
と
成
果
が
で
て

い
る
婚
活
事
業
（
島
婚
）

は
、
商
工
会
に
委
託
し
た
３

年
間
の
区
切
り
も
迎
え
た
。

加
え
て
小
池
都
知
事
か
ら
は

島
外
男
女
向
け
の
『
縁
結
び

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
へ
の

協
力
要
望
が
あ
り
、
こ
の
受

け
皿
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
従
来
の
島
婚
事
業
ス

タ
ッ
フ
数
名
と
役
場
か
ら
課

を
越
え
た
人
員
に
よ
る
委
員

会
発
足
を
提
案
し
た
い
。
報

告
書
と
課
題
共
有
、
他
事
例

木
村 

諭
史 

議
員
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検
証
、
視
察
研
修
な
ど
の
準

備
段
階
を
重
視
し
、
そ
の
上

で
委
員
会
の
方
針
に
沿
っ
て

柔
軟
に
予
算
と
実
施
を
検
討

す
る
べ
き
で
あ
る
。

今
ま
で
実
施
主
体
メ

ン
バ
ー
と
ど
の
よ
う

な
組
織
に
し
て
い
く
か
協

議
を
し
た
上
で
、
予
算
の
組

み
替
え
を
含
め
、
ど
の
よ
う

な
形
態
で
実
施
し
て
い
っ
た

ら
よ
い
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。
５
月
の
連
休
明
け
か
ら

夏
前
ま
で
に
協
議
を
行
う
よ

う
に
し
た
い
。

新
島
村
消
防
団
の
改
善
方

針
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
伴
い
、

地
域
消
防
の
担
い
手

減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
夜
警
手
当
等
の
増
額

だ
け
で
な
く
、
消
防
団
の
存

在
意
義
と
消
防
活
動
の
本
質

を
保
ち
な
が
ら
、
業
務
内
容

の
負
担
感
減
少
と
誇
り
を
も

て
る
活
動
の
両
立
が
必
要
。

例
え
ば
、
実
際
の
村
内
の
火

災
事
例
共
有
や
現
状
に
応
じ

た
夜
警
方
針
検
証
な
ど
も
不

足
し
て
い
る
。
分
団
長
に
過

度
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
範

囲
で
、
消
防
の
現
場
の
声
を

い
か
に
汲
み
上
げ
て
改
善
し

て
い
く
か
、
姿
勢
を
問
う
。

出
初
式
後
で
も
全
分

団
を
回
っ
て
意
見
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
タ
テ
社
会

の
連
携
・
吸
い
上
げ
る
機
能

の
改
善
が
必
要
と
感
じ
た
。

今
後
は
消
防
団
と
協
議
し
て

従
来
の
活
動
に
つ
い
て
見
直

し
を
図
る
と
と
も
に
、
団
員

に
内
容
や
意
義
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
伝
達
し
て
い
く
よ

う
に
し
た
い
。

地
方
創
生
の
情
報
公
開
と

実
態
体
制
の
提
案

地
方
創
生
は
い
く
つ

か
の
事
業
を
寄
り
集

め
た
性
質
で
あ
る
が
、
成
果

を
取
り
ま
と
め
た
情
報
発
信

を
提
案
す
る
。
多
岐
に
渡
る

事
業
を
個
別
に
議
論
・
対 本年1月6日の新島消防団の出初め式の雄姿。

島内外の婚活のパターン

男　性

縁結び観光
プロジェクト 従来の島婚

島　内

婿募集？

島　外

島内の
出会い
パーティー

女
　性

島
　外

島
　内
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処
せ
ず
、
官
民
挙
げ
て
総
合

的
に
捉
え
る
地
方
創
生
戦
略

チ
ー
ム
が
必
要
と
思
う
が
、

い
か
が
か
？

情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
施
策
を
総
合
戦

略
に
当
て
は
め
た
形
で
住

民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
た

い
。
担
当
課
と
協
議
の
上
、

広
報
へ
の
掲
載
な
ど
を
検
討

し
た
い
。
村
に
は
産
業
振
興

会
議
を
は
じ
め
、
行
政
や
民

間
お
り
ま
ぜ
た
会
議
体
が
あ

る
。
様
々
な
分
野
別
の
会
議

で
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
、
必

要
に
応
じ
て
他
の
分
野
に
も

情
報
提
供
・
共
有
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
。
そ
の
上
で
地

方
創
生
戦
略
チ
ー
ム
が
必
要

と
判
断
さ
れ
れ
ば
検
討
し
た

い
。

●
木
村
諭
史

１
日
（
水
）

　
議
会
事
務
局
に
『
漁
業
の

理
論
と
実
際
』
（
書
名
）
を

取
り
に
行
く
。
よ
く
温
泉
で

お
会
い
す
る
方
の
献
本
。

２
日
（
木
）

　

多
世
代
交
流
事
業
に
参

加
。
飛
行
機
最
終
便
で
上
京

す
る
。

３
日
（
金
）

　

秋
葉
原
で
廃
小
学
校
を

ア
ー
ト
及
び
交
流
拠
点
に

改
修
し
た
『
ア
ー
ツ
千
代

田
３
３
３
１
』
を
見
学
。
カ

フ
ェ
、
イ
ベ
ン
ト
展
示
ス

ペ
ー
ス
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
研

究
室
に
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
ま

で
あ
る
。

４
日
（
土
）

　
千
葉
大
学
に
て
社
会
人
向

け
『
都
市
環
境
情
報
演
習
』

最
終
講
義
を
５
時
間
。
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
れ
る
レ
ゴ
ブ

ロ
ッ
ク
と
簡
単
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
き
る
ソ
フ
ト
が
組
み
合

わ
さ
っ
た
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー

ム
Ｅ
Ｖ
３
の
キ
ッ
ト
を
使
用

す
る
。

５
日
（
日
）

　
飛
行
機
で
帰
島
直
前
、
神

津
島
に
赴
任
し
た
七
信
の
支

店
長
と
話
す
。
昼
過
ぎ
に
出

社
し
、
翌
日
か
ら
の
来
客
の

試
験
の
準
備
。

６
日
（
月
）

　
新
潟
よ
り
３
日
間
の
日
程

で
３
名
の
来
客
。
会
社
の
研

究
施
設
で
立
ち
会
い
の
も
と

委
託
試
験
を
行
う
。

７
日
（
火
）

　
前
日
に
同
じ
。

●
前
田
卓
秀

８
日（
水
）～
14
日（
火
）

　
平
均
的
な
日
常
を
記
す
。

　
朝
８
時
頃
に
羽
伏
浦
に
行

き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
波
情
報

を
発
信
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
毎

日
、
実
践
。

　
午
後
か
ら
美
容
院
を
開
店

し
、
夜
10
時
ま
で
営
業
。
こ

の
中
で
来
客
か
ら
村
に
対
す

る
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
ま

た
村
内
で
声
の
あ
っ
た
住
民

か
ら
も
同
様
の
対
応
。
こ
れ

ら
を
村
に
伝
え
、
善
後
策
を

求
め
、
そ
の
結
果
を
当
事
者

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
日
々

繰
り
返
し
て
い
る
。

●
山
本　
均

15
日
（
水
）

　
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
政
治

資
金
収
支
報
告
書
の
作
成

の
。
午
後
３
時
か
ら
社
協
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

16
日
（
木
）

　

代
船
の
２
便
で
式
根
島

へ
。
同
輩
の
葬
儀
に
出
席
。

17
日
（
金
）

　
住
民
か
ら
ゴ
ミ
集
積
場
の

増
設
の
依
頼
が
あ
り
、
実
態

把
握
の
た
め
の
写
真
撮
影
。

10
カ
所
ほ
ど
回
る
が
、
足
り

て
い
る
模
様
。

18
日
（
土
）

　

活
動
紙
の
パ
ソ
コ
ン
打

ち
。
中
々
は
か
ど
ら
な
い
。

19
日
（
日
）

　
読
書
「
無
私
の
日
本
人
」

と
「
そ
れ
で
も
、
日
本
人
は

「
戦
争
」
を
選
ん
だ
」
。

20
日
（
月
）

　
議
事
の
録
音
を
起
こ
し
活

動
紙
の
パ
ソ
コ
ン
打
ち
。

21
日
（
火
）

　
午
前
中
は
庭
の
草
取
り
や

鉢
の
手
入
れ
な
ど
の
ル
ー

テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
。
午
後
は
昨

日
に
続
き
パ
ソ
コ
ン
打
ち
。

議
員
の    

月
間
リ
レ
ー
日
記

２月
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●
前
田
邦
弘

22
日
（
水
）

　
９
時
か
ら
役
場
会
議
室
に

て
出
納
監
査
。
そ
の
後
、
議

長
室
で
三
宅
会
の
打
ち
合
わ

せ
。23

日
（
木
）

　
午
前
中
、
先
日
の
村
長
と

の
話
し
合
い
の
件
で
数
人
の

漁
師
と
打
ち
合
わ
せ
。

24
日
（
金
）

　
最
近
、
若
郷
下
水
処
理
施

設
が
臭
い
が
出
る
と
聞
き
、

現
状
視
察
。

25
日
（
土
）

　
親
戚
に
不
幸
が
あ
り
、
手

伝
い
。

26
日
（
日
）

　
昨
日
に
同
じ
。

27
日
（
月
）

　
午
前
中
、
議
長
と
議
長
室

で
打
合
わ
せ
。

28
日
（
火
）

　
午
前
中
、
議
会
運
営
委
員

会
に
出
席
。

議長の目ランド
アイ

２０１１年から３月１１日に発生した東日本大震災で福島第１原子力発電

所の事故から６年が過ぎたが、原発の近隣地域においては帰宅困難な所

が未だに相当数ある。又、「避難解除されても元の場所に帰るのか」とのア

ンケートでは、「帰る」と答えた人は６０歳以上の高齢者が殆どで、若い人

たちは子供の将来の事や、避難先で生活基盤が出来ている等の理由で帰

らない、帰りたくないという意見が多かったと報道していました。

　今まで日々平穏な生活を営んでいたのが一変して、永年住み慣れた我

が家を後に避難しなければならない状況になった時の胸中は、いかばかり

か計り知れない気持ちになります。

日本には５４基の原発があるそうだが、万が一九州地方や西日本で同じ

ように原発事故が起きたらと思うとゾッとする。

人間が作る者で絶対安心安全だという物は無いと思う。何故なら一旦自

然が牙を剥けば為す術がないからです。過去に世界でも大きな原発事故が

起きている。

１９７９年　アメリカのスリーマイル島原発事故　レベル５

１９８６年　旧ソビエト連邦のチェルノブイリ原発事故　レベル７

この他にも小さな事故から中程度の事故は枚挙にいとまがないほど起

きている。

国際原子力機関が定める事象評価尺度では次のようになっている。

　レベル１～３ 異常事象

　レベル４～７ 事故

　レベル4 事業所外への大きなリスクを伴わない事故

　レベル5 事業所外へのリスクを伴う事故

　レベル6 大事故
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公共施設再見
第３回　新島村温泉ロッジ（中）

　今号は温泉ロッジ内のレストランを取り上げる。ご承知の方々も多いと

思うが、ここは宿泊施設とは別経営になっている。村から個人への貸付であ

る。厳密に言うと、行政上の目的を持った公共施設であるので、契約ではなく、

使用許可となる。施設を使いたい人が使用の申請書を提出してそれを許可す

るという体裁をとる。現状は1 年ごとの使用となっていて、期限が来る前に

新たに申請して許可をもらい、結果として継続して営業を続けることになる。

月額 5 万円の使

用料が高いか、安い

かは、にわかに即断

できない。中の設備

や什器類はとりあ

えず整えられている

が、実際には使用に

耐えられない物品も

多く、食器類はほと

んど自前だと言う。

また一定の条件が

課せられていて宿

泊客に朝夕食を供

　レベル7 深刻な事故

福島では未だに原子炉内部の詳細は分かっていない。廃炉処理は今後

何年後か何十年後か解らない。

便利の裏には大きなリスクが隠れている事を今一度認識しながら、日常

生活で普段何気なく使っている電気、ガス、水道、通信等のライフラインに

ついて一寸足を止めてありがたさを考えてみたらどうだろう？

因みに、当村では自然エネルギーを利用した太陽光発電と風力発電の

実証実験が始まった。無公害の電力を安定供給できるように期待したい。

議長　戸田邦市

外は雨のためまだ暗い。静かな朝食。
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することや、その食事メニューにはできる限り地元に産する食材を使うとなっ

ている。レストランの名称は「みかさ」。経営者は村内での飲食店の経験が

長く、アット・ホームな雰囲気をモットーに接客しているとのこと。このため

賄いはすべて家族であたり、忙しいときは家族総出のやりくりとなるそうだ。

議員が訪れたのは正月のお屠蘇気分のぬけきらないオフ・シーズンの頃。

やはり宿泊客はまばらで若い夫婦と幼児、年輩の女性、出張の公務員２人の

計６人。各テーブルに炭火をおこして暖をとれる趣向になっていて、食事のお

かずも好みで温め

なおせる。以前レス

トランの食事に不満

の声があったが、現

在はかなりの好評

を得ていると聞い

た。このときの夕食

のメニューはカンパ

チの煮付、メダイの

刺身、天ぷら、生し

いたけ、酢のもの、

おしんこ、餅などで

あと椀もの。

レストランの利用

客は宿泊客がほとんどで一般の人も入れるが、予約が必要である。運営を始

めて８年になるが、それなりの利益を出しているようだ。５月から９月までの

営業で年間の売上げの８割を占めるという。店内の壁には政治家、テレビタ

レント、スポーツ関係者などの著名人の色紙がところ狭しと貼ってあり、ここ

からも評判のほどがうかがえる。

レストランの課題としては日中の食事時間が限定されていることである。

理想を言えばやはり日中はいつでも軽食やドリンク類がほしいもの。特にロ

ビーの休憩スペースが狭いことを考えれば、ここで軽い食事や飲み物を摂っ

て談笑や息抜きのできるようにすることは大事である。採算がとれるかどう

か、人員を配置する余裕があるかなど、以前にも検討されたようだが、施設

のグレードを高めるうえでは欠かせない。

（公共施設再見取材班）

取材に訪れたときの朝食のメニュー。
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 ◇◇◇◇◇◇議員のひとりごと◇◇◇◇◇◇

　合法と不法の間に何があるか？そこは混沌としたフロンティアの最前線
であり、置かれている立場や個人的な資質で様々な捉え方があると思う。
積極的な立場をとれば、新たな社会を切り開くパイオニアとなるであろう
し、逆に消極的に立てば、君子危うきに近寄らずとなる。
　法（村の条例も住民に選ばれた議員の過半数の賛成によって成立すると
いう意味では法と同質である）は本来的に保守的なモノであり、社会秩序
を維持し、安定を目指す。しかし世の中は片時も止まっておらず、刻々と
変化し続ける。この点からすると法
と社会は相対立する構図となる。法
は何とか既存の枠内に社会を押え
込もうとするが（法の解釈や運用
で）、それができなくなったときど
うなるか？民主主義社会では法の改
正や新たな立法措置によって解決を
図ることになる。

　では法の改正や新たな法ができる
までの間はどうなるか？ここが大きな問題である。村の仕事に焦点を当て
て考えると村長は法の枠内で安全運転を続けるのか、多少のリスクは伴っ
ても法のギリギリのところまで進んで新たな社会を切り開こうとするの
か、トップとしての資質が試される。少なくとも法の規定の枠内で決めら
れた仕事をコツコツと続けるのであれば、役場の専門職員だけで事足りる。
　しかし住民の期待を担って村長に当選したのであればどうだろう？時に
難しい判断を迫られることもあるのではないだろうか？
　一方、私たち議員の立場は非常に悩ましい。というのも議会も本質的に
は保守的なものであり、村長の仕事にブレーキをかけ、法に違反しないか
どうかチェックする大きな役割がある。
　しかし両者が保守的な立場を堅持するとしたら社会は停滞し、住民の不
満は鬱積してしまう。では議員はどうすべきか？時にブレーキをかけ、時
に村長の尻をたたく、こういったことになるのだろうか？果たしてこのよ
うな芸当が可能か？ 見方によってはいわゆる和製英語のマッチポンプに
なってしまう。時に火を点け村長を煽り、またある時は火消し役に回ると
いうことだが。
　いずれにしてもすべからく住民の厳しい目が求められる。

（　白　雲　）

合法 不法
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１２月２２日

１月　３日

６日

１５日

２０日

２５日

２６日

３０日

２月　６日

１７日

２８日

　３月　３日

　　６日

１７日

２２日

離島振興関係事業予算対策要望活動会議に出席

新島村成人式に出席

式根島・新島の消防団出初式に出席

村民駅伝大会及びロードレース大会に出席

新島地区作品展を観覧

山形県鶴岡市議会議員１０名が来島（翌２６日に離島）

東京都港湾局長が来島し対応

議員公務災害組合定例会に出席

全国離島振興市町村議会議長会に出席

島しょ議長会・島しょ町村会

に出席

議会運営委員会

新島高等学校卒業式に出席

第１回新島村議会定例会開催

（１６日まで）

新島中学校卒業式に出席

新島小学校卒業式に出席

● ● 議 長 の 四 季 報 ● ●

編 

集 

後 

記

　

３
月
定
例
会
の
目
玉
は
何
と
い
っ
て
も
新
年
度
の
予
算
の
審
議

で
あ
り
、
こ
れ
は
例
年
ど
お
り
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
。
こ
こ
で
み
っ
ち
り
質
疑
応
答
の
後
、
採
決
さ
れ
、
続
く
本
会

議
で
も
採
決
さ
れ
、
共
に
一
般
会
計
、
特
別
会
計
す
べ
て
可
決
成

立
と
な
っ
た
。
一
般
質
問
は
５
名
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
こ
れ

も
盛
況
と
い
え
る
。
具
体
的
内
容
は
本
稿
を
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ

い
。

　

今
号
か
ら
新
た
に
『
議
員
の
月
間
リ
レ
ー
日
記
』
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
。
こ
れ
は
議
員
は
普
段
、
何
を
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
、
と
い
う
住
民
の
声
に
応
え
る
た
め
の
も
の
。
一
日
の
行
動
を

簡
単
に
記
し
、
一
週
間
綴
っ
て
次
の
議
員
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す

る
、
そ
う
い
う
形
式
の
４
人
分
の
記
録
と
な
る
。
こ
れ
で
お
お
よ

そ
の
議
員
の
活
動
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
完
璧

で
は
な
い
の
で
今
後
み
な
さ
ん
の
意
見
を
拝
聴
し
、
改
良
し
て
い

き
た
い
。

　

本
紙
は
他
の
市
町
村
の
そ
れ
と
比
較
し
て
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で

は
な
い
か
、
と
自
負
し
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
議
員
一
人
一

人
の
言
葉
で
発
信
し
て
い
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
で
伝
え
る
、
そ
う

い
う
方
針
で
臨
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
『
公
共
施
設
再
見
』
の
よ
う

に
一
歩
踏
み
込
ん
で
批
評
も
試
み
て
い
る
。
今
後
も
虎
穴
に
入
ら

ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
邁
進
し
て
い
き
た

い
。
そ
れ
と
住
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
歩
む
と
い
う
姿
勢
と
合
わ

せ
、
ぜ
ひ
感
想
、
要
望
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

●
広
報
編
集
委
員
長　
　

山
本　
　

均　


